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報告書の構成	 

 
	 本報告書は、５章構成になっています。 
まず１章では、訓練の背景として、戸塚地区における協働復興模擬訓練・継続活動

の位置づけについて説明します。 
２章、３章では、平成 23年度の活動の大きな柱であった、２章：町会単位での防
災マップづくりについて、３章：模型を使った復興まちづくり体験ゲームについて、

を説明します。そして、４章では成果報告会での活動のまとめと、５章では平成 23
年度のまとめや来年度以降の進め方の提案をまとめています。
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１章	 

 
戸塚地区のまちづくりにおける 

協働復興模擬訓練・継続活動の位置づけ 
 
 
1-1 平成 22年度 協働復興模擬訓練の概要 
1-2 平成 23年度 協働復興模擬訓練・継続活動の 
	 	 	 	 	 	 	 	 目的と活動内容 
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第１章	 戸塚地区のまちづくりにおける	 

	 	 	 	 協働復興模擬訓練・継続活動の位置づけ	 
 

1-1	 平成 22 年度	 協働復興模擬訓練の概要	 
	 東京都では、首都圏を襲う大震災を想定し、震災の被害とその後の混乱を最小限に抑え

ることを目的に、平成	 7	 年の阪神淡路大震災を教訓に、事前復興対策に取り組んでいます。	 

	 

	 協働復興模擬訓練とは、「東京都震災復興マニュアルの復興プロセス編」の中で位置づけ

られているように、実際にまちが被災したことを想定して、「いかに被災した地域を復興し

ていくか」という復興まちづくりの過程を、擬似的な体験を通じて考えていくというもの

です。	 

	 

	 新宿区では平成 18 年度から協働復興模擬訓練に平成 18 年度から取り組み、戸塚地区で

5地区目となっています。(図 1)	 

	 

図 1	 協働復興模擬訓練実施地区	 地図 
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	 平成 22 年度のの戸塚地区協働復興模擬訓練では、復興まちづくりの流れを模擬的に体験

する全５回の訓練を行いました。	 

	 

・全５回の訓練内容 
第１回	 まちあるき・ガリバーマップづくり	 

第２回	 阪神大震災、野田北部の復興まちづくりに学ぶ	 

第３回	 復興体験めくりめくりゲーム	 

第４回	 復興アイデア旗差しゲーム	 

第５回	 成果報告会	 
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1-2 平成 23 年度	 協働復興模擬訓練・継続活動の目的と活動内容	 
	 戸塚地区では、平成 22 年度及び 23 年度の 2 カ年にわたり、協働復興模擬訓練が行われ

ています。平成 22 年度の戸塚地区協働復興模擬訓練は、主に以下の事項を目的に実施しま

した。	 

	 

・震災前からまちづくりを考えることの重要性を認識すること	 

・戸塚地区町会連合会、戸塚地区協議会の共催による取り組みとして、復興まちづくりの	 

	 体制を整えていくためのきっかけを生み出すこと	 

	 

	 

	 平成 22 年度の協働復興模擬訓練成果報告会では、模擬訓練の成果を活かし、地域協働で

事前復興まちづくりを具体的に推進していくためには、継続的な活動が必要とされました。

そこで、幹事会からの強い要望もあり、平成 22 年度と同様に新宿区、早稲田大学、住民の

協働のもと、平成 23 年度の「戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動」が実施される運びと

なりました。	 

	 

	 

	 

	 「戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動」を実施するにあたり、具体的に平成 22 年度の

協働復興模擬訓練の反省点と課題として以下の 3点が上げられます。	 

	 

①地域の主体的な活動へ展開していく必要性	 

…協働復興模擬訓練の決まったプログラムに沿って、ワークショップに参加する形式の

ため、主体性は芽生えにくい。	 

	 

②地域全体で情報を共有すること／全町会(25 町会)で足並みを揃えることの必要性	 

…一部幹事の参加にとどまっている活動であった。	 

（参加していない町会への情報提供が少なかった）	 

	 

③復興まちづくりの具体的な方法を検討することが必要である	 

…震災後、復興まちづくりをスムーズに進めていくためには、事前から理解を深めてい

くことが必要となるが、具体的な検討方法について決まっていない。	 
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	 以上の課題を踏まえ、平成 23年度「戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動」の目的を以
下の 3点としました。 
 
目的１）	 地域の主体的な活動につなげていく	 

	 復興まちづくりを進める上で震災時に障害となりそうな地域の課題と、有効に活

用できる地域資源を、住民が主体的に認識しそれを地域で共有する。 
目的２）	 被災から復興までの復興まちづくり過程の理解と 
	 	 	 	  具体的な方法の検討 
	 首都直下地震によって戸塚地区が被害を受けたことを想定して、被災後のまちの

復興過程を理解する。その中で、地域の課題の解決方法や地域資源の有効活用の具

体的な方法を検討する。また、まちの復興と共に、個人の生活の復興についても考

える。 
目的３）	 まちづくりの担い手育成	 

	 復興を円滑に進めるための、復興まちづくりの担い手を育成する。 
 
 
	 平成 22年度の活動を受けて、地域がより主体的にまちを見直す機会を作り、災害に強い
まちへの共有意識をもつためにはどのようにすべきかを検討しました。また、地域の人々

にとって、災害時を想定して避難したり、消火したりする訓練は、これまでにも行われて

きたため分かりやすいのですが、この協働復興模擬訓練・継続活動では、「震災後のこと」

について具体的に考えなくてはならず、そのためにまちの模型を使って、復興まちづくり

の方法について検討しました。 
 
 
	 そして、平成 22年度の訓練幹事を中心に強い要望のあった『①防災マップ作り』と『②
復興模擬訓練の発展的な取組み』の二つを柱としたプログラムを実施しました。 
	 

①防災マップ作り 
…町会等地域組織ごとに実際にまちを歩き、防災マップづくりに取り組み、自分の町を見

直すことで、町会等地域組織（地域住民）の主体的な活動として、防災まちづくりについ

て考えるきっかけづくりを行う。 
②復興デザインワークショップ 
…震災後の復興について平成 22年度の活動では仮想体験して行ったが、模型などを使った 
	 復興まちづくりの具体的な検討を通じて、事前復興まちづくりの重要性の理解を深める。 
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	 本活動の日程と概要を下表に記します。 
 
	 	 	 	 	 表 1	 戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動の全体プログラム 

 日時／会場／参加人数 目的 

第 1回全体会 
防災マップを 
つくろう 
【P9 参照】	 

平成 23年 7月 25日（月） 
18時~ 21時 

於・戸塚地域センター7階 
多目的ホール 
参加人数：56名 

1) 防災マップ作成の意義等を共有するこ	 	  
	  と 
2) 町会等各組織による“被害を出さない、 
 	 逃げないですむ”防災まちづくりに向 
 	 けた課題や資源の反映を目指すこと 

第 2回全体会 
模型を使った 

復興まちづくり体験 
【P50 参照】 

平成 23年 10月 26日（水） 
18時 ~ 21時 

於・戸塚地域センター7階 
多目的ホール 
参加人数：50 

1) 震災後の復興まちづくりについて、模型 
	  を使いながら体験すること 
2) 将来のまちのイメージを共有すること 

第 3回全体会 
成果報告会 
【P66 参照】	 

平成 24年 1月 15日（日） 
13時 ~ 15時 

於・戸塚地域センター7階 
多目的ホール 
参加人数：56名 

1) 防災マップの確認、及びまちの課題等を	  
	  共有すること 
2) 復興まちづくりの課題の解消方法と資 
	  源の有効活用方法を検討すること 
3) 安心・安全のまちづくりのための「アイ 
 	 デア」を検討すること 
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２章	 

	 

防災マップをつくろう	 
	 

平成 23 年 7 月 25 日 18 時~21 時	 

参加者 56 名、場所：戸塚地域センター	 

	 

2-1	 防災マップ作成の目的	 

2-2	 防災マップ作成のながれ	 

2-3	 第一回全体会での説明内容	 

2-4	 町会から提出された防災マップ	 

2-5	 最終成果物防災マップの構成	 

2-6	 完成した各町会の防災マップ	 

2-7	 2 章のまとめ	 
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第２章	 防災マップをつくろう	 
 	 
	 2-1	 防災マップ作成の目的	 
	 平成 23年度の継続活動の柱の一つである「防災マップ作り」の目的は以下 2点
です。 
 
１)平成 22年度の模擬訓練で行った「まちあるきとガリバーマップづくり」を元に、

町会等各組織が主体的に、より詳細な防災に関する情報を収集し、マップに反映さ

せることで、地域の情報を共有すると共に、町会等地域組織の主体性を生み出して

いくこと	 

２)最終的に、今後の町会等各組織による「被害を出さない、逃げないで済む防災

まちづくり」の足がかりとなるような、実用性のある防災マップを作成すること	 

	 

そして最終的には、各町会の具体性・実用性のある防災マップを完成させ、町会の全戸に

配布することを目標としました。	 

	 

	 

	 

	 2-2	 防災マップ作成までのながれ	 
	 防災マップを作成するにあたり、図 2-1 のようなスケジュールで進めました。	 

幹事会や全体会を通して、マップ作成手順の説明や、各町会等地域組織の進行状況のチェ

ック、意見交換を行いつつ、各町会等地域組織で主体的にまちあるき・マップ作成を行っ

て頂きました。また、必要に応じて早稲田大学や新宿区が個別に町会等地域組織のサポー

トを行いました。	 

	 

	 そして、町会等地域組織が作成／提出した防災マップの編集作業は主に早稲田大学で行

い、編集後のマップを再度町会等地域組織にチェックしてもらう機会を設け、修正を繰り

返しながら、最終成果物の完成に至りました。（全 25 町会等地域組織中、マップ提出のあ

った 22 町会等地域組織分）	 
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図 2-1.防災マップ作成までの活動の流れ 
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	 2-3	 第一回全体会での説明内容	 
	 第一回全体会では、町会等地域組織の方々自身で防災マップ作りが始められるよう、「震

災時に町会等地域組織の方が使いやすい防災マップの作り方」について、勉強会を行い、

意見交換をしました。(図 2-2)	 以下に、当時の様子と、各町会等地域組織に配布した防

災マップ作成の意義(図 2-3)、まち歩きの際の注意事項(図 2-4)と、町会区域の入った白地

図、細かな情報を書き込むための別紙(図 2-5)とマップ作成の例(図 2-6)を示します。	 

【第一回全体会の様子】	 

	 

	 	 
開会の様子	 レクチャーの様子	 その１	 

	 	 

レクチャーの様子	 その２	 防災マップ説明の様子	 その１	 

	 	 
防災マップ説明の様子	 その２	 防災マップ説明の様子	 その３	 
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図 2-2.第一回全体会開催のチラシ	 
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図 2-3.町会ごとのマップ作成意義説明シート	 
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図 2-4.全体会当日のマップ作成方法についての説明内容	 
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◯町会記入用の白地図

	 
◯記入用別紙
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図 2-5.配布した町会区域の入った白地図、細かな情報を書き込むための別紙	 

◯大学側で作成したマップへの記入例

	 
◯大学側で作成した別紙への記入例	 

	 
図 2-6.大学側で作成した記入例	 ※実際の内容とは異なります	 
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	 2-4	 町会から提出された防災マップ	 

	 第一回全体会以降、9月 14 日の第二回幹事会までにまちを歩き、町会等地域組織独自の

防災マップを作成しました。第二回幹事会では、提出された防災マップをベースに、最終

成果物に反映させる内容についての意見交換や、マップ作成が遅れている町会等地域組織

へのアドバイス等を行いました。以下に、提出された防災マップの例（高田馬場町会）を

示します。	 

【白地図へ記入】	 

	 

【消火器・消火栓のプロット】
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図 2-7	 提出された防災マップの一例（高田馬場町会）

	 
	 

まちあるきの写真とコメント①	 まちあるきの写真とコメント②	 

	 	 

まちあるきの写真とコメント③	 まちあるきの写真とコメント④	 

	 	 

まちあるきの写真とコメント⑤	 まちあるきの写真とコメント⑥	 

	 	 
まちあるきの写真とコメント⑦	 まちあるきの写真とコメント⑧、総評	 
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2-5	 最終成果物防災マップの構成	 
	 町会等地域組織から提出された防災マップを基に、早稲田大学でマップの編集作業を行

いました。作成にあたっては、何度も町会等地域組織と新宿区と大学の間で相互にチェッ

クを行い、修正を繰り返しながら進めて行きました。	 

	 以下に、最終的に完成した防災マップの構成を示します。	 

	 	 
	 

	 

【表面】	 

	 戸塚地区を、赤（小滝橋交差点~高田馬場駅エリア）、青（高田馬場駅~明治通りエリ

ア）、緑（明治通り~早稲田大学周辺エリア）の３つのエリアにわけ、エリア内の避難場

所や避難所の位置などがわかる広域防災マップと、各避難所の説明、この防災マップの活

用方法などを掲載しています。	 
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【裏面】	 

	 各町会等地域組織が提出したマップ情報や写真に基づいて作成した、各町会等地域組織

独自の防災マップを記載しています。	 

	 
表面、裏面とも、内容は幹事会でエリアや町会等地域組織ごとに議論しながら決定しまし

た。	 

	 また、住民の方が手に取って見やすいように、三つ折りにした時に防災マップ説明が全

面に来るようにレイアウトをしました。	 

	 

図 2-8.最終成果物の防災マップ	 
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	 2-6	 完成した各町会の防災マップ	 

	 完成した防災マップは、1月 15 日の成果報告会で全て展示し、その後、新宿区と早稲田

大学での最終チェックを経て、3 月末に各町会等地域組織に加入する全戸に配布をしまし

た。以下にそのリストと全マップを掲載します。	 

	 

	 

	 

	 

防災マップ作成町会等地域組織リスト	 

	 

	 

◯緑エリア：1.和敬会	 2.町友会	 3.早稲田早栄会	 4.稲穂会	 5.早稲田親和会	 

6.西早稲田二丁目ときわ町会	 7.西早稲田二丁目協和町会	 	 

8.西早稲田三丁目陸町会	 9.三島町会	 10.西早稲田文化町会	 	 

	 

◯青エリア：11.諏訪町会	 12.高田馬場町会	 13.高田馬場銀座商店街振興組合	 	 

14.清和会	 	 

	 

◯赤エリア：15.高田馬場三丁目宮田会	 16.高田馬場三丁目戸三親和会	 	 

17.高田馬場三丁目光和会	 18.高田馬場三丁目北町会	 	 

19.高田馬場南親睦会	 20.戸塚四丁目南町会	 	 

21.都営百人町 4丁目アパート連絡会	 22.高田馬場親栄会	 

	 

	 

	 

	 

	 
	 	 	 

図 2-9.エリアの配置図
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	 	 	 ◯緑エリア	 

	 	 

表面広域マップ
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	 	 裏面各町会別マップ	 

	 

1.和敬会	 
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2.町友会	 25



	 

3.早稲田早栄会	 26



	 

	 

	 

4.稲穂会	 
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5.早稲田親和会
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6.西早稲田二丁目ときわ町会
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7.西早稲田二丁目協和町会
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8.西早稲田三丁目陸町会
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9.三島町会
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10.西早稲田文化町会
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◯青エリア	 

	 

表面広域マップ
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裏面各町会別マップ	 

	 

11.諏訪町会
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12.高田馬場町会
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13.高田馬場銀座商店街振興組合
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14.清和会
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	 	 ◯赤エリア	 

	 

表面広域マップ
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裏面各町会別マップ	 

	 

15.高田馬場三丁目宮田会
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16.高田馬場三丁目戸三親和会
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17.高田馬場三丁目光和会
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18.高田馬場三丁目北町会	 
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19.高田馬場南親睦会
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20.戸塚四丁目南町会
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21.都営百人町 4丁目アパート連絡会
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22.高田馬場親栄会 47



2-7	 2 章のまとめ	 
	 今回の防災マップ作りと平成 22 年度の協働復興模擬訓練の違いは、地域住民が主体的に

まちを歩き、マップ作成を行い、その主体的な活動のためのレクチャーや成果物の度重な

るチェック、最終的なマップの編集作業など、あくまで補助的な機能を、大学と新宿区で

担ったという点にありました。	 

	 最終的に、全 25 町会・自治会中、22 町会からマップの提出があり、度重なる調査、議

論、修正の結果、各町会等地域組織のマップ内容も非常に密度の濃い仕上がりとなりまし

た。これらの活動を経て、地域住民が主体的に地域の防災まちづくりを捉え、考えること

ができました。	 

	 今後各町会等地域組織で、この防災マップが、地区全体の防災意識を高めるとともに、

更なる防災まちづくりへの展開の足がかりとなることが期待されます。	 
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３章	 

 
模型を使った 

復興まちづくり体験ゲーム 
 

平成 23 年 10 月 26 日 18 時~21 時	 

参加者 50 名、場所：戸塚地域センター	 

 
3-1  模型を使った復興まちづくり体験ゲームの 
     目的 
3-2 ゲームの進め方 
3-3 ゲームの結果 
3-4 3章のまとめ 
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第３章	 模型を使った復興まちづくり体験ゲーム	 

3-1	 模型を使った復興まちづくり体験ゲームの目的	 
	 平成22年度の復興模擬訓練では、特に「めくりめくりゲーム」において、震災後の復興

の進み方を体験し、「復興アイデア旗差しゲーム」では復興まちづくりを行うためのアイ

デアを出し合いました。しかし、震災後に起きる実際の復興まちづくりはまちも行政も混

乱し、まちの復興について十分な議論が行われるとは限りません。そこで、まちの将来像

を予め議論し、まちの復興イメージを共有しておく必要があります。	 

	 第２回訓練では、復興の進め方を理解しながら、震災後におけるまちの課題を復興時に

どのように解決するかを議論し、具体的な復興イメージを参加者間で共有することを目的

としました。	 

 

3-2	 ゲームの進め方	 
	 ゲームの内容は、	 被災した戸塚地区在住の住民になりきってもらい、震災後のまちの復

興と住宅再建までのまちづくりのイメージを１／３００サイズの模型と１／１００サイズ

の模型を使いながら議論するというものです。	 

	 ゲームを行うにあたり、以下の３チームに分かれて、レクチャーボードと模型、ツール

そして、戸塚地区の住民の住宅再建きっかけカード（５名分）を用意しました。	 

	 

図3-1	 模型を使った復興まちづくり体験ゲームチーム分け	 

ゲームの進め方について説明します。ゲームの進行は以下のように７つの構成からなって

います。	 

１）被災状況の確認	 	 	 	 	 	 	 ２）各自の生活意向とまちの将来像の共有	 

３）避難生活時の体験	 	 	 	 	 	 ４）都市計画事業に対する提案	 

５）白地地区での地区計画の決定	 ６）共同化による住宅再建	 

７）ゲームのまとめ	 

以下で、詳細に説明します。	 
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１）被災状況の確認	 
	 まず、震災直後にまちがどのような状況に陥ったのか、どの程度の被害が出たのかをボ

ードを見せながら説明します。被害想定は延焼シミュレーションを用いて、区画整理事業

等が行われると仮定した事業区域（以下、黒地地区）と行われないと仮定した非事業区域

（以下、白地地区）に分かれています。これにより、これまで境がなかったまちが震災に

より二分されてしまうことを理解します。	 

	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

図3-2	 区画整理事業区域ボードの例	 

	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

図3-3	 プレイヤー設定ボードの例	 
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２）各自の生活意向とまちの将来像の共有	 
	 参加者が、それぞれ割り振られた被災者の役になりきって、震災直後の自分の状況と趣

味等を、カードを読みながら説明します。その後、スタッフから生活シーンボードを用い

て、復興時に達成したい居住意向の例を紹介し、参加者は自らが達成したい居住意向を選

択します。また、スタッフが提示したまちの将来像について参加者で議論して、まちの将

来像を決定します。こうしてそれぞれの生活意向とまちの将来像を参加者間で共有します。	 

	 

	 

図3-4	 生活シーンボード（左と中央）、まちの目標像カード（右）の例	 

	 

	 	 
	 	 

	 	 	 	 	 	 生活シーンカードの選択の様子	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 まちの将来像の議論の様子
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３）避難生活時の体験	 
	 スタッフから被災者がそれぞれ異なる場所での避難生活を行っていることを説明します。

また、イベント紹介ボードを用いて、神戸で行われた被災者をつなげる体制やイベントを

紹介します。その上で、戸塚地区にふさわしい復興まちづくりの体制や情報共有の仕方を

協議します。	 

	 

	 	 	 	 	 
スタッフからの説明の様子	 

	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 

図3-5	 イベント紹介ボードの例
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４）都市計画事業に対する提案	 
	 黒地地区に対して、行政から区画整理事業だけでなく、民間再開発なども含めた復興計

画案（以下、都市計画事業）が提示されたと仮定し、その計画案に対して地域からの要望

として提案を検討します。その際、模型を使いながら空間と対応させて具体的にイメージ

をしながら議論します。	 

	 

	 	 	 	 	 
模型にツールを配置する様子	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 
模型を使って議論する様子	 
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５）白地地区での地区計画の決定	 
	 スタッフがレクチャーボードで、神戸の事例から白地地区で使用された地区計画を紹介

します。その上で、復興をするときの具体的な整備について参加者間で議論します。また、

議論に対応させながら模型にポケットパークを配置していき、具体的な整備イメージを共

有します。	 

	 

	 	 	 	 
模型を使って議論する様子	 

	 

	 	 	 
ポケットパークが配置された模型	 
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６）共同化による住宅再建	 
	 住民になりきった参加者がきっかけカードを読むことで、共同化の過程を理解します。

また、共同化により住宅再建を行っていく際に、被災前より防災性を向上するためのアイ

デアや、住みたいと思う住空間について議論します。そして、議論に対応するように、参

加者自らが模型を配置して、議論でイメージした空間を具体化していきます。	 

	 	 	 	 	 

	 	 	 
きっかけカードを読む様子	 

	 

	 	 	 
模型を作っている様子	 
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７）ゲームのまとめ	 
	 「2」各自の生活意向とまちの将来像の共有」で共有した生活意向やまちの将来像が実現

されているか参加者間で確認します。また、議論されてきた内容が被災前からできること

があるか協議します。さらに、以下の写真のようにチーム毎に検討した内容を発表する事
で、エリアごとのまとめを参加者全員で共有します。	 

	 

	 

	 

	 
チーム毎に発表している様子	 
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3-3	 ゲームの結果	 
	 参加者から出された代表的な意見を以下に抜粋して示します。	 

	 

【各自の生活意向とまちの将来像の共有】	 
・延焼しない、安全に避難できるような道を確保する必要がある。	 

・防災倉庫を設置することや、火災が来ても延焼せず、いざというときの避難路が確保さ	 

	 れたまちづくりをおこなっていく。	 

・ご近所同士でよりよいまちを共に考えて行けるように、住民同士で交流を図って支え合	 

	 	 っていけるまちをつくる。	 

・緑が豊かで、商店街や憩いの場があるなど、にぎやかで地域住民が楽しく過ごせるまち	 

	 	 をつくる。	 

	 

	 	 まちの将来像では、「災害に強い、安全・安心なまち」にしていきたいという意見が	 

	 多く見られました。また、ご近所同士が支え合い、そして交流していくまちづくりを行	 

	 っていきたいという意見が多く見られ、総じてコミュニティに対する意見がありました。	 

	 

【避難生活時の体験】	 
・お祭りやイベントを開催することで避難した住民との情報共有の場を設ける。	 

・早稲田大学など他組織の支援を利用する事で広報活動やイベントなどを行うことができ	 

	 る。	 

・町が焼けても町会という母体は残るため、町会役員を中心に情報交換を行い、町の人に	 

	 広める。	 

・各地に点在した被災者の所在確認や、連絡を取るための体制が必要であり、そのために	 

	 はまず行政が動くべきである。	 

	 

	 	 避難生活には情報共有ができる場が必要であり、具体的にはお祭りやイベントを開催	 

	 するという意見が多く見られました。また、町会組織の情報網を活用する、地元大学で	 

	 ある早稲田大学との協力体制、行政による先導的な対応を求める意見なども見られまし	 

	 た。	 

	 

【都市計画事業に対する提案】	 
・消防車が通行できるように、幅員 6m 程度の生活道路を主体とした計画が必要である。	 

・道路を拡幅しすぎると、車の抜け道や、駐車スペースとして利用されてしまう恐れがあ	 

	 るため、住民の車が通行できるくらいにしたい。	 

・車のスピードを抑えるために、コミュニティ道路にすることも考えられる。	 

・高齢者は買い物や病院に行くこと自体難しいため、再開発ビルの中に商業施設や福祉施	 

	 設を入れることも必要である。	 

・戸三小通りを道路拡幅して、緑地帯として整備することも考えれる。	 

	 

	 	 地区を貫通する主要な道路は広げ、住宅地内の道幅は広げすぎないようにするという	 

	 意見が多く見られました。ただ、道路を広げすぎると、交通量が増すため、子供や高齢	 
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	 者には危険という意見もありました。また、道路拡幅に併せて、緑を多くするといった	 

	 意見は多く見られました。また、建設されるビルに対して、商業施設や高齢者施設を併	 

	 設してほしいという意見もありました。	 

	 

【白地地区での地区計画の決定】	 
・統一性のない建物は建設しないようにする。	 

・安全に二方向に避難できるように、袋小路はなくす。	 

・崖、段差が多く高齢者が生活する上で不便であり、老朽化した擁壁も倒壊する恐れがあ	 

	 るので、改善する。	 

・無接道宅地では建替えができないため、共同化していく。	 

	 

	 	 復興をして行く際に、被災前にあった地域の課題を改善して、災害に強いまちづくり	 	 

	 を希望する意見が多く見られました。	 

	 

【共同化による住宅再建】	 
・延焼防止のために中庭をつくって、避難時に有効な通り抜けを創出する。	 

・共同化した建物内に高齢者福祉施設や保育園を入れる。	 

・従前のコミュニティに配慮した共同化の計画が必要である。	 

・共同化する敷地の権利者だけではなく、周辺敷地の住人も入居できるような組織づくり	 

	 が必要である。	 

・災害時の電源の確保をするために、ソーラーパネルを設置する。	 

	 

	 	 共同化をしていくことで、防災性の向上を図るという意見が多く見られました。また、	 

	 福祉施設を併設するなどで高齢化に対応しながら、近隣の住人と交流ができる環境を整	 

	 えるという意見も多く見られました。	 

	 

【ゲームのまとめ】	 
・事前から地域のつながりをきちんとつくっていくことが重要である。 
・地域の一部だけではなく、全体にPRしていく。実際の復興映像を見てもらう。 
・防災備蓄倉庫や消火器などの位置や状態を確認する。 
・高齢者に必要な機能を整備する。（福祉施設、趣味を楽しむ場、会話できる場、緑地） 
 
	 	 事前から災害に備えた他組織との関係づくりを行うといった復興まちづくりに向けた 
	 体制に関する意見が多く見られました。また、今からできることとして、防災設備の点	 	 	  
	 検や、避難路に関する検討を行うという意見もありました。 
	 

	 

	 次項より、チーム毎に出された意見の詳細を示します。
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図3-6	 「模型を使った復興まちづくり体験」意見のまとめ（赤チーム） 60



	 	 	 	 
	 

図3-7	 「模型を使った復興まちづくり体験」意見のまとめ（青チーム）	 
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図3-8	 「模型を使った復興まちづくり体験」意見のまとめ（緑チーム
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3-4	 3 章のまとめ	 
	 以上のゲーム結果を見ると、参加者は被災者になりきって復興を考えることで、まちの復興と住

宅の再建に至る過程を学ぶことができたと言えます。また、模型を使用して議論したことで、復興

まちづくりの具体的なイメージを共有することができました。このような復興まちづくりの過程と

イメージを事前に検討しておくことが、震災後の復興まちづくりの協議を円滑に進めることにつな

がり、今後の具体的なまちづくりを行う上で有効であると考えられます。 
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４章	 

 
成果報告会 

 
 
 

平成 24 年 1 月 15 日 13 時~15 時	 

参加者 56 名、場所：戸塚地域センター	 
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第４章	 成果報告会	 

	 

	 平成23年度の戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動を通じて得た成果を、戸塚地区全

体で共有するために、以下の要項で成果報告会を行った。	 

	 

第３回全体会	 成果報告会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 参加者：56名	 

	 

	 

	 

【日時】：	 平成２４年１月１５日（日）１３：００	 ~	 １５：００	 

【場所】：	 戸塚地域センター７階	 多目的ホール	 

	 

【目的】：	 1)	 これまでの協働復興模擬訓練の成果を地域で共有する	 

	 	 2)	 これからの戸塚地区での事前からの取り組みについて考える	 

	 

【概要】：成果報告会の第１部では、首都大学東京の市古準教授に基調講演として事前

復興まちづくりの重要性などについて発表頂きました。また、第２部では、３人の町会

長が作成した防災マップの成果を発表し、地域で共有しました。第３部の意見交換会で

は、訓練の成果を元に、震災が起こる前までにどのようなことに取り組んでいけば良い

か、新宿区長、早稲田大学佐藤滋教授を交え、幹事や参加者と共に議論を行いました。	 

	 

	 

【プログラム（３部構成）】	 

第１部『事前復興まちづくり基調講演』（１３：００~１３：５０）	 

1)	 開会の挨拶	 

2)	 協働復興模擬訓練について	 

3)	 事前復興まちづくり基調講演	 

第２部『防災マップの発表』（１３：５０~１４：１５）	 

第３部『意見交換会』（１４：１５~１５：００）	 

意見交換会	 
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【成果報告会の様子】 
 

  

成果報告会の様子 その 1 成果報告会の様子 その 2 

  
成果報告会の様子 その 3 成果報告会の様子 その 4 

  
成果報告会の様子 その 5 成果報告会の様子 その 6 
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１）開会の挨拶	 

中山弘子新宿区長	 	 

大震災から一年が経ち、亡くなられた方や、復旧復興に取り組んでい

る方々に対して、私たちが行うべき義務とは、東日本震災の経験を活

かしていくこと。この防災とボランティア週間イベント週間の趣旨は、

復興支援に新宿区というまちが元気になりながら、どのように被災地

の援助を行っていくかを考えていくことにある。	 

	 ３月１１日に起こった震災を真摯に受け止め向き合い、新宿の町の誰もが命を大切に

して、震災時に逃げなくても済むようなまちづくりを進めていく事が大切。東海、東南

海、南海、こうした列島地震がいつ起きてもおかしくないという状況に今あるが、震災

で大切な命を無くさないように、そして、私たちの地域を守る事ができるよう、自助、

共助、公助の取り組みをしていくことが求められている。区長に就任して10年目になる

が、これまで防災訓練といえば、どちらかといえば避難訓練を行っていた。もちろんそ

れも大切だが、併せて耐震補強や地域それぞれにおける自助、共助の取り組みを、そし

て公助としてその取り組みを支援できる様な仕組みづくりを整えることで、現状85％に

増えている建物の耐震化を目標として9割にし、まちの安全度をもっとあげたい。それ

を区は力一杯応援するとともに、区としての取り組みもしっかりしていきたい。復興模

擬訓練もその取り組みの一環として考えている。	 

	 2011年を表す漢字というのは「絆」であった。減災社会の実現の為には人と人のつな

がりが大切である。阪神大震災でも、近所の方々が「あそこにはおばあちゃんがいるは

ずだ」「あそこの人が見えない」といって命を救った。地域の方々が自分のまちを知っ

て、人のつながりを持つ事によって、町は安全になっていく。絆を大切にしながら、地

域を安全な町に変えていく、その第一歩がこのイベントである事を願っている。	 

	 

町会連合会会長、早稲田親和会会長	 福本弘	 代表幹事 	 

	 この協働復興模擬訓練につきましては、町会連合会、町会ならびに

地区協議会の方々と一緒に、早稲田大学の佐藤先生をはじめ、佐藤研

究室の学生の皆様にいろいろと応援していただいた結果として、今回

の成果報告会に繋がっている。今日は防災フェスタということで、下

階に展示されている模型や町会防災マップも、学生さん達に応援して

いただいた結果完成したのが実態である。	 

	 戸塚地区での協働復興模擬訓練については平成７年の阪神淡路大震災を契機として、

地区で様々な防災に対する知識、考え方を皆で共有していく必要があるということが、
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訓練の目的である。また昨年起こった3月11日の自然災害に対しても、戸塚地区なら戸

塚地区での考え方を皆で共有するということが一つの目的でありますので、今日の成果

報告会を参考にし、様々な事で、我々と皆様の考えを同じくして進んでいきたいと考え

ている。	 

	 

	 

２）協働復興模擬訓練について	 

	 

早稲田大学	 佐藤滋	 教授	 

	 「協働復興模擬訓練」は新宿に限らず、東京都の様々な地域で今も

取り組まれているが、全体として見ると十分の一もやっていない。こ

の訓練の必要性をより認知してもらうために、新宿区の様々な協議会

の方と一緒に作った復興模擬訓練のプログラムを、DVDで編集し教材に

した。新宿区での復興模擬訓練の様子と、阪神淡路大震災の実際の復

興の様子を、対比をして観ることができるような構成にしている。これは大変評判をい

ただいている。	 

	 しかし復興模擬訓練は、訓練だけ行えば良いというものではなく、その後の継続的な

活動に繋げていくことがより大事になる。例えば戸塚地区では町会ごとに詳細な防災マ

ップをつくったり、より具体的な復興プロセスを実際に模型を使いながら体験し、考え

てみようということを今年度行った。平成２０年に復興模擬訓練をした落合第二地区で

も、毎年徐々に、その後の防災のまちづくりに取り組んでいるところである。	 

ただ、こうした取り組みが実際に被災したときに本当に役に立つのか。我々が復興模擬

訓練をやっているときに、新潟の中越沖地震があり、柏崎のえんま通り商店街から復興

を手伝ってくれという依頼があった。大変被害の大きかったところだが、復興模擬訓練

と同じ事を我々はここでやった。皆で集まって地区の模型をいじりながら実際の復興ま

ちづくりを検討し、４ヶ月弱で大まかな計画を地区全体で合意することができた。	 	 

	 模型をいじりながら、自分たちがこういう事を考えてやりたいというイメージが湧く。

そういうことを考えて、自らで計画を作り上げていく。住民たち自身の手によってまち

のイメージが描かれ、我々はこういうものを専門的に計画案からまとめていくという事

をやっている。	 

	 要するに、復興模擬訓練というのは、ただ訓練だけではなくて、実際に何か起きたと

きは、手法をこのまま使うことができるわけで、できれば被災する以前からこういう取

り組みが実行に移っているとより良い。	 
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	 こういうことを進めていけば、被災してもスムーズな復興と安全を守ることができる。

こんな事で復興模擬訓練は取り組んでいる。	 

	 

	 

３）事前復興まちづくり基調講演『事前復興まちづくりの取り組み事例と可能

性』	 

	 首都大学東京	 市古太郎	 准教授より、事前復興まちづくりの展開とその事例について

基調講演が行われました。発表資料は資料編に掲載します。	 

	 

	 

４）防災マップの発表	 

	 ３人の幹事からエリアの説明や、防災マップを作成した感想を発表しました。	 

	 

高田馬場三丁目戸三親和会会長	 原田英明	 幹事	 

	 赤エリアは山手線の線路から西側、高田馬場三・四丁目に当たり、

町会が 6つに商店街が 2つ、八つの区域にわかれている。高田馬場三
丁目戸三親和会は高田馬場三丁目のほぼ中央に位置していて、南は早

稲田通り商店街に隣接し、北は神田川に接している。面積は長い所で

東西約 300メートル、南北約 400メートルある。 
	 町会への加入は約 360所帯あり加入率は約 70％。65歳以上の高齢者の比率は、三丁
目は 24.3％、区の平均より 4.5％高い地域である。平成 20年に作成された新宿区地震
ハザードマップによると、建物倒壊危険度は 5の段階の中の 2、それから火災危険度は
５の段階の４、総合危険度は 5の段階の 3となっている。町内は 1945年の 5月に戦災
でこの地区はほとんど罹災した。1981年、建築基準法が改正され、30年以上建ってい
る建物が一部あり、地震等の倒壊に際しては非常に危険度の高い地域である。 
	 道路事情は、緊急車両が通れるのは町会の北側を通っている戸三小通りのみで、その

他は戦前からの生活道路のままである。また崖地、袋小路は七つ、坂道は九カ所、また

電柱の上にトランス、変圧器などが乗っているのが 22箇所と非常に問題の多い所であ
る。対策としては、状況にもよるが、各個人個人が地域の状況を常日頃から頭の中に想

定し、避難場所までの避難行動、対処をするのが得策である。指定された避難場所に来

るまでは、団体行動は厳しいのではないか。そこで、平時の防災対策として、各家庭に

は当然火災警報機を設置していただき、また消火器を完備するということが大事。消火

栓は現在町内１７カ所あるが、大体３０軒に一個くらいの割合で、妥当ではないかと思
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われる。一方で、避難場所を必要とするような災害が発生した場合に、高田馬場三丁目

だけでも、外人を含めると５４００人、四丁目も合わせると１０９００人の方がおり、

このような方々の、一時的な必要品をどうするのかという問題がある。災害時、また復

興の際には、各町会が近隣町会や行政との情報発信窓口として、積極的に行動すること

が重要である。	 	 	  
	 東京地区では、関東大震災以降昨年まででちょうど８８年、大きな地震は起きていな

い。いつまでも安全で安心して暮らせるように、願っている次第である。 
 
諏訪町会会長	 本多誠	 幹事	 

	 青エリアはこの戸塚地区の中心に位置し、北に神田川、南に諏訪通

り、真ん中に早稲田通りが通る。 
	 道路事情は、本当に狭い道路が入り組んでいて、袋小路が多い。災

害時には、戸塚第二小学校、あるいは西早稲田中学校にまずは避難所

を設置し、そこで避難者を受け入れることになるが、では避難をする際にどうやってこ

の避難所に到達できるかというのが、非常に大きな問題になっている。なので、早稲田

通りの北側の高田馬場二丁目が面している豊島区との連携も非常に重要になってくる

と考えている。 
南北に抜ける道は、昔は川で今は暗渠になっており、谷あいになっている。本当に安全

が確保できる避難路かどうかというのは、やはり再検討しなければならない。また一方

で東西に抜ける道はほとんどないのも課題である。 
	 一次避難所は、諏訪公園と諏訪の森公園があるが、ここが非常に使いづらい。諏訪公

園は、崖の上に位置し、入り口はこの崖下の方にしかなく特殊な状態。諏訪の森公園は、

付近一帯が住宅地で、何かあったときには火に囲まれる恐れがある。南側の諏訪神社や

お寺と連携を図ることが必要である。 
	 この防災マップは、町会の役員の１０名くらいで手分けして作ったが、あくまでもこ

れは各家庭の防災マップを作る一つの手がかりとして提供し、災害時にはどこの避難所

にどういうルートで逃げるか、ということを各家庭でしっかり考えてもらいたい。そう

して、各家庭、各個人の防災マップをそれぞれが作り上げていくことが今後重要だと考

えている。 
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早稲田早栄会会長、新宿区耐震協議会会長伊藤衛	 幹事	 

	 緑エリアは北が神田川、南側が諏訪通り、南北軸に明治通り、真ん

中を貫く早稲田通り、そういった形で囲まれている場所である。地理

的には西早稲田一丁目の辺りが新宿区の中で一番低い場所である。西

早稲田一丁目は早稲田大学を囲んでいるため、比較的避難しやすい。

西早稲田二丁目は平坦な地形で、戸山公園、学習院女子大学、西早稲田中学など比較的

まとまった方向に避難することになるので、安全な避難ルートの確保が大事になる。西

早稲田三丁目は崖や階段など高低差が多く、高齢者や身体障害者にとっては非常に避難

が困難となる総じて、間違いなく避難できるルートを確保する意味でも、そもそも避難

しないで済む対策をする意味でも、建物の耐震化を進めることは非常に大切である。 
	 また広域避難場所、あるいは早稲田大学の避難場所があるが、ここには隣のエリアの

人たちも大勢避難してくるので、ここを避難場所として当てにしていいかどうかも考え

る必要がある。 
	 西早稲田早栄会は、すぐ近くに大隈庭園、早稲田大学、中央図書館があり、立地的に

は恵まれている。また、昔から地区防災的な取り組みが行われていて、危険な箇所や避

難路など色々考えられている。危険な道は多いため、避難路を限定せずに二方向避難を

考えることや、段差、崖、倒壊の危険があるブロック塀などの改善についてお願いをし

ている。 
	 このように、課題はたくさんあるが、このエリア全体としては、避難場所には事欠か

ないというイメージはある。ただ、震災の起こる時間帯によって、通勤などで留守な場

合や、帰宅困難者の受け入れも考えると、避難場所なども埋まってしまう可能性が高い。

建物はできるだけ耐震化をすることによって、倒壊しない、火事を起こさないまちづく

り、という風な取り組み方もあるのではないか。まち全体としては、マンションなど非

木造の建物が増えているが、若干古い建物が密集しているところもあるので、耐震化、

地区計画なども一緒に考えてみてはどうか。安全な、住みやすいまちづくりを、こうし

た機会にしっかり考え、災害に強いまちづくりというものに取り組んでいきたい。	 
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４）意見交換会 
	 これまでの成果や今後の課題などについて、訓練幹事、落合地区において復興訓練後

の継続的な活動をしている上落合三丁目町会森山会長、そして専門家として佐藤教授、

市古准教授による意見交換が行われました。	 

	 以下、意見交換会での議論の要約を示します。 
 
戸塚地区協議会会長、高田馬場三丁目北町会会長	 古澤謙次	 副代表幹事	 

	 まず、感想としては、継続活動を前年度同様戸塚地区全域で実施でき

たのは町会の堅実な関係のお陰だと思う。また、関係者みなさまには感

謝している。第２に、なかなか事前復興模擬訓練という考え方が受け取

りにくい中だったが、今回の継続活動はまちあるき・模型をつかったワ

ークショップと言ったリアルな体験に訴えかけるような防災対策を兼ねた訓練であっ

た点が良かった。最後に、事前復興まちづくりも考えた総合的な防災マップづくりは今

後の町会毎の防災対策の貴重な材料になるものと考えている。	 

	 今後の課題として、1番目に復興模擬訓練の周知活動がまだまだ十分ではないという

点である。そのため、事前復興まちづくり DVD や、今回作成した防災マップを使いなが

ら、町会毎の防災懇談会、防災まち歩き訓練、こういったものをそれぞれ実施して、本

多さんが言ったように「我が家の防災マップづくり」を行って頂きたい。	 

	 次の 2番目の課題として、戸塚地区はほとんど区画整理がされていないため、大半の

道路が狭い細街路で、そして崖値という点である。具体的には、木造密集地域、細街路、

袋小路、あるいは建築不可能な土地・崖地の改良それから防災軸となる避難路の整備等、

今回特に重点を置かなければいけないような課題も出てきた。	 

	 今後も復興模擬訓練の継続活動をなんらかの形で戸塚地区でも継続していきたいと

強く念願している。その際には、復興まちづくり訓練に並行して、防災上の課題を改善

していきたい。その他のことでは、大学・行政の方々とどんなことができるのか相談し

ながら今後とも防災まちづくりを努力していきたいと思う。	 

	 

戸塚地区協議会副会長、西早稲田二丁目ときわ町会会長	 野村長嗣	 幹事	 

	 戸塚地区は神田川により、全域で坂道が多くある。このことが災害

時にマイナスになり、復興時の障害になっていくと感じる。また、避

難所である早稲田大学や小中学校には、高低差があるため、階段を使

わなければ避難することができないところもある。なんとか階段を回

避できるようにするなどから、避難所や避難場所を再度考え直す必要がある。	 
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	 災害時の避難所の問題などもあるが、これからお知恵を貸りてうまく協力体制をとっ

ていきたい。	 

	 

落合第二地区事前復興まちづくりを考える会、上落合三丁目町会会長	 森山富夫	 幹事	 

	 上落合地区では平成 20 年度に復興模擬訓練を行った。かつて、地元

と行政だけでのまちづくりを途中で辞めたという経緯があった。しか

し、今回は模擬訓練後、早稲田大学の支援があり、「行政と地元だけで

はない」ということで、一部で幹事会が始まった。まず活動として、

町民の防災に対する意識を変えるためにどのように伝えるべきかとい

う点を最大のポイントにした。そこで、大学の協力のもと、アンケート調査を行った。

その結果、住民の防災に対する意識がガラッと変わったことがわかり、「防災に強いま

ちづくり」がアンケートのトップに出て来た。このアンケート結果を新宿区長に申し上

げた。実際に、建替えは進んでいるが、相対的にまだ危険であると私たち住民は認識し

ている。これはまちづくりであるため、まずまとめるのを早く行い、実行はゆっくりと

しようと考えている。	 

	 

新宿区区長室危機管理課	 課長	 平井光雄	 

	 本日の成果報告会を見て、非常に大きな成果があったと感じた。市

古先生や佐藤先生も言っていたが、防災マップづくりを行ったことで、

まちの脆弱性と強みをよく知ることができたと思う。また、この成果

を今後大きく反映させて行くことができると思う。その 1 つとして、

逃げないで済むまちづくりを行うために、地区計画などを定めることで、災害に強いま

ちへと繋げて行くことができると思う。また、避難や消火活動、災害時要援護者対策な

どの課題も地域の防災対策に生かしていくことができる。さらに、「地域の初期消火体

制をどうするのか」、「避難をどうするのか」といったことを解決するために、地域ごと

のエリア防災計画を作ることができるではないかと考える。例えば、落合地区はかなり

細街路の多い地域で、危ない地域である。区として初期消火体制を重視し、小型ポンプ

を配置しているが、高齢化が進み、使いにくいということで、落合地区の要望もあり、

消火器を充実した。 

	 防災まちづくりで最も大事なのは、顔が見える関係づくりだと思う。そういう意味で

はこの戸塚地区での復興模擬訓練は、地域全体で顔見知りになるきっかけになったと思

う。行政だけでなく、住民・大学など色々な主体を巻込んだまちづくりを行いたいと考

えている。今後も戸塚地域を応援して行きたい。	 
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首都大学東京	 市古太郎	 准教授	 

	 戸塚地区で直下地震が起きた場合、どのような避難が必要になるの

か、なぜ避難が必要になるのかということが、非常に大きな問題にな

るのかと思った。火災による避難だけでなく、ライフラインが止まっ

た際に、家は大丈夫でも、１人では避難できない方を事前に把握して、

「困っていれば一緒に逃げませんか」と声をかけて、一緒に避難する

こともあるのではないか。また、東京都が指定している広域避難場所はあまり頼らない

方が良い。地域のための運営や備えがされているかが分からない。むしろ、本当に頼れ

るか確認をしていくということも必要だと思う。さらに、防災マップをつくって、どう

いう避難空間があって、揺れが起きたとき、どのタイミングでどう行動するかを検討す

ることも今後の大きな取り組みになると思う。新宿のような大都市では、民間の賃貸住

宅を	 “みなし借り上げ仮設”	 住宅として使用しているように、事前から借りられる住

居やオフィスをうまく使いながら町の復興・再建をしかけていくという発展もあるので

はないかと感じた。	 

	 それから、落合地区の森山さんの話のように、「行政と地域だけでなく、専門家、大

学と一緒に」ということがうまく行かないと、復興もうまく行かないのではという印象

を受けた。	 

	 

早稲田大学	 佐藤滋	 教授	 

	 これまでの成果をまとめていくことは常に続けなければならない。

大学も行政も、継続して、地域毎の復興マニュアル、あるいは復興計

画というものをつくって行くことが一つ重要となる。それから阪神淡

路大震災から学んだことは、小さな取り組みをやっているところと全

くやっていないところでは、復興の仕方が全然違ったということであ

る。とにかく、一歩でも前に進めるということが大事だと思う。	 

	 最後に、NHK のテレビで、ジョン・ダワーの“敗北を抱きしめて”という本を書いて

いる人が「3.11 で空間が泣いた」と言った。要するに、ぽっかり空いたものがある、

そこに新しいものを埋め込む、これが本当に大きなチャンスなんだと。地域社会の在り

方自体を変化させる機会なのかもしれない。このように、皆さんの意識が大きく変わっ

ている機会なので、3.11 に起きた大きな被害というものを無駄にしないで、それぞれ

の地域で、この取り組みを強めていって、来年度の動きに結びつけていけたらと思う。	 
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５章	 

 
平成 23年度の活動のまとめ 

 

5-1  協働復興模擬訓練・継続活動のまとめ 

5-2	 幹事会からの意見 

5-3	 今後の進め方の提案
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５－１まとめ	 

	 平成 23年度の活動を通じて、実際に町会等地域組織ごとにまち歩きを行い、防災マ
ップを作成することで、平成 22年度に比べて地域住民がより主体的に、参加すること
ができました。昨年の復興模擬訓練では、参加者はこれまであらゆる場面で話し合われ

てきた防災まちづくりという視点を共有できましたが、今回のフォローアップによって、

復興まちづくりの視点及び被害を最小限にするためのまちづくりの視点（事前復興）を

勉強することができました。平成 23年度の成果としては以下のことがあげられます。 
 
【防災マップづくり】・・・2章を参照 
	 ・異なる町会の状況を踏まえて、より詳細な町会毎の避難所や避難場所など 
	 ・まちの課題や資源 
が共有できました。 

 
【模型を使った復興まちづくり体験】・・・3章を参照 
	 ・被災したまちの復興の過程 
	 	 （どのような主体がどのような困難とともに、まちを復興させていくのか） 
	 ・被災後、復興における各時期での課題と資源 
	 ・復興まちづくりにおける具体的な方策 
	 ・震災時の被害を最小限にするために事前にできるまちづくりの方策 
	 が共有できました。 
 
【成果報告会】・・・4章を参照 
	 ・戸塚地区における事前復興まちづくりの考え方 
	 ・今後の課題 
	 が共有できました。 
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５－２幹事会からの感想	 

『戸塚地区協働復興模擬訓練を振り返って』	 	 

	 戸塚地区では、大地震による万一の時の被災の軽減と被災後のまちの再生を事前に考

える復興模擬訓練を、平成 22年度、戸塚地区町会連合会・戸塚地区協議会、新宿区、
早稲田大学の協働で実施しました。平成 23年度は、継続活動として、総合的な防災マ
ップづくりや復興まちづくりワークショップなどを行いました。 
二年を振り返ってまず印象的なことは、他の地区と違い、この訓練を戸塚地区のほぼ

全域で実施できたことです。町会連合会と地区協議会の緊密な協力関係と地域の皆さん

の熱心なご協力のおかげであり心から感謝しております。 
	 また、戸塚地区での訓練の早期実施を数年前から新宿区に要望していて、今回の大震

災の一年前から実施できたのは本当に良かったと思っています。復興模擬訓練の意義が

なかなか理解されにくい面もありましたが、実際は防災対策上も有益な活動で、いつ起

きてもおかしくないと言われている大地震への対策の大きな布石を打つことが出来た

のではないかと考えています。 
今後の課題はいろいろありますが、まず重要な事は地域の皆さんへの訓練成果の周知

です。最近刊行された訓練についてのＤＶＤや今回作成された防災マップを使い、各町

会ごとに防災懇談会や防災まち歩き訓練をされるのも一案かと思います。 
	 模擬訓練ではっきりしてきたまちの課題も、木造密集地域、袋小路、避難道路の整備

等、たくさんあります。その他の防災上の課題では、従来の耐震補強等の他に大震災で

新たに駅周辺の帰宅困難者対策や災害医療等の問題も浮上して来ました。 
これからも行政、大学と連携し、安全・安心のまちづくりに努めていきますので、ご

協力をよろしくお願い致します。 
戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動 

古澤謙次 副代表幹事 
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５－３	 今後の進め方の提案	 

	 平成22年度戸塚地区協働復興模擬訓練と平成23年度戸塚地区協働復興模擬訓練・継続

活動で検討して来た意見を参考に来年度以降の課題を整理しました。	 

	 

1.復興まちづくりに向けた体制づくり	 

①無理のない継続可能な組織体制の構築	 

	 戸塚地区町会連合会・戸塚地区協議会の中心メンバーで幹事会は構成されてきました。

これからも、戸塚地区町会連合会と戸塚地区協議会がお互いに連携しながら、情報交換

等を行っていく必要性があります。	 

	 

②復興時の行政との連携体制を事前に協議する必要性	 

	 戸塚地区では行政と地域が協働して事前復興まちづくりに取り組んできました。模擬

訓練での体験から、いざ災害が起きた時に、地域と行政が共に復興計画の協議をする難

しさが分かりました。そこで、事前から復興まちづくりの連携体制を協議しておく必要

性があります。	 

	 

	 

2.事前に復興計画を考える	 

①スムーズな復興を行うために復興のイメージ像となる「まちづくり構想」を検討のす	 

	 る必要性	 

	 「模型を使った復興まちづくり体験ゲーム」では地域の復興のイメージ像を検討しま

したが、実際に震災が起こった場合は、落ち着いて協議することができません。よりス

ムーズな復興を可能にするために、これまでに出てきた意見を基に、より具体的な内容

となる「まちづくり構想」を検討していく必要性があります。	 
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資料編	 

 
１	 幹事会の議事録 

２	 成果報告会発表資料（市古准教授資料） 
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1.戸塚地区復興模擬訓練・継続活動	 議事録	 

戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動	 準備会	 議事録	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
2011年 4月 28日（水）15:30~17:00 
於：戸塚地域センター 
文責：早稲田大学	 北岡 
【参加者】（敬称略、順不同）計 21名 
幹事：福本、古澤、本多、原田、野村、養田、山崎会長代理、海老原、辻（佐久間会長

代理）、伊藤 
新宿区危機管理課：平井課長、田中、加藤 
戸塚特別出張所：依田所長、鈴木副所長、平野 
早稲田大学：阿部、川辺、岡田、北岡、小野田 
 
【議	 題】（１）防災マップ作成について 
	 	 	 	  （２）事前復興模擬訓練勉強会 
	 	 	 	  （３）意見交換会 

【議事要約】 
1.会の方針 
・実施主体は町連と地区協議会が戸塚地区として行い、支援組織は大学と区。 
・地元と区が一緒に戸塚のビジョンを考えるための会。 
・地区により継続の有無があるが、復興模擬訓練の継続が必要であり、そのモ

デルとして戸塚地区で、協働事前復興模擬訓練のフォローアップを行う。 
・まちの将来像を考え、事前にそういった体制づくりを想定して、すべきこと

を戸塚で何をするか考える。 
2.防災マップ 
・平成 22年度の模擬訓練の成果を活かす→点検項目の精査 
・町会単位でまち歩き(点検)を行い、情報を会で地図でまとめる・区民組織と町
会組織をつなげるために防災マップを完成させる(組織の活性化) 
・消防や警察と協力を図る(会議の内容次第)→レクチャーを依頼する 
3.勉強会 
・ワークショップをしていくときには、町会単位ではなくエリアごとに進める。 
 
次回	 ６月８日夜（１５時３０分~１７時）第１回幹事会 

82



 

 

戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動	 第一回幹事会	 議事録	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
2011年 6月 8日（木）15:30~17:00 
於：戸塚地域センター 
文責：早稲田大学	 小野田 
【参加者】（敬称略、順不同）計 2７名 
幹事：町連（福本、原田、伊澤、佐久間、山崎、海老原、山本、養田、笠井、岩城）、

地区協議会（古澤、野村、本多、伊藤、山本）商店会（加納、佐藤、北上）、避難所運

営管理協議会（井下田、青木） 
新宿区危機管理課：加藤、田中 
戸塚特別出張所：依田所長、鈴木副所長、平野 
早稲田大学：阿部、北岡、小野田 
【議	 題】（１）出席者紹介 
	 	 	 	  （２）訓練プログラムの説明 
	 	 	 	  （３）平成 23年度のスケジュールの決定 
	 	 	 	  （４）第一回訓練（防災マップの作成について）野認知と周知 

【議事要約】 
1. 出席者紹介 
・オブザーバーの参加についての確認。 
…・まちづくり分科会の協力的で活発な意見があったので、幹事会のオブザーバ

ーとして参加することにする。 
2. 訓練プログラムの説明 
・平成 23年度は、平成 22年度の活動である復興模擬訓練を継一歩進めて、継続
させる活動として位置づけられることを確認した。 
3. 第一回訓練（防災マップの作成について）の認知と周知 
・各町会・避難所単位の防災マップをつくる 
・ 町会ごとに課題が違うので、無理に書く事を統一するのではなく、各町会で必

要な内容を明記する。 
・ 商店会は近接する町会と合同で行う。これを機に今まで欠けていた防災への意

識の変化が生まれれば良い。 
・次回全体会で白地図等を配布する。 
 
次回	 ７月２５日夜多目的ホールにて	 第一回全体会「防災マップを作ろう」 
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戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動	 第二回幹事会	 議事録	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
2011年 9月 14日（水）15:30~17:00 
於：戸塚地域センター 
文責：早稲田大学	 北岡 
【参加者】（敬称略、順不同）計 29名 
幹事：町連（福本、原田、伊澤、佐久間、山崎、海老原、山本、養田、笠井、岩城）、地

区協議会（古澤、本多、伊藤、山本）商店会（加納、佐藤、北上）、避難所運営管理協議

会（井下田、青木） 
新宿区危機管理課：加藤、田中、河井 
戸塚特別出張所：依田所長、鈴木副所長、平野 
早稲田大学：阿部、北岡、小野田、木瀬 
 
【議	 題】（１）勉強会 
             1.耐震化についてのレクチャー 
             2.新宿区の初期消火体制に関するレクチャー 
	 	 	 	  （２）防災マップの状況報告と今後の確認 
	 	 	 	  （３）第２回全体会「戸塚地区の防災まちづくりを考える~模型を使った 
	 	 	 	 	 	 	 復興まちづくりの体験を通じて」の予告 
	 	  
【議事要約】 
１防災マップの状況報告と今後の確認 
・10月に第３回幹事会で、マップを回収。一時締め切りを、10月 14日にする。 
・２枚提出は原則ではない。他の町会でも異なる作成方法があるので、各町会バ

ラバラでも問題ない。 
・順次提出してもらえれば、データ化を大学が行っていく 
・町会ごとに防災マップは統一はしない 
・個人にプライバシーに関わるところは遠慮して、共有できるところは写真を載

せる 
・大きな範囲のマップは大学の視点を盛り込んだ「大学作成」マップとする。 
・第４回幹事会は、１１月２９日夜間１８時~２０時で行う。 
 
次回	 １０月１４日夜（１８時~２１時）第３回幹事会 
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戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動	 第三回幹事会	 議事録	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
2011年 10月 14日（水）18:00~20:30 
於：戸塚地域センター 
文責：早稲田大学	 北岡・小野田 
 
【参加者】（敬称略、順不同）計 33名 
幹事：町連（福本、原田、佐久間、山崎、海老原、笹間、養田、笠井、岩城、山本、清

水）地区協議会（古澤、野村、本多、山本）,その他 5名 
新宿区危機管理課：加藤、田中、都市計画課 4名 
戸塚特別出張所：依田所長、平野、 
早稲田大学：阿部、岡田、北岡、小野田、木瀬、川副 
 
【議	 題】（１）第２回全体会「模型を使った復興まちづくり体験」予行演習 
	 	 	 	  （２）防災マップ 
	 	  	 	 （３）成果報告会 
         （４）その他 

【議事要約】 
1. 第２回全体会「模型を使った復興まちづくり体験」 
・・・第２回全体会「模型を使った復興まちづくり体験」の予行演習を行い、幹

事に内容を確認してもらい、よりよくするために協議した。 
2.防災マップ 
・・・高田馬場町会に提出された防災マップを元に、最終的に配布する（仮）防

災マップを早稲田大学が作成し、それについて議論を行った。 
・防災マップは啓蒙活動としてもあるが、防災マップを起爆剤にしたい 
・防災マップの表面と裏面の凡例を共通のものにする 
・避難場所について、表面に入らない場合、裏面の広域マップの方に入っている。	 

その他の場所についても矢印をいれることで対応する 
・町会ごとの世帯数分配布する。その他の世帯には、その都度町会のほうで印刷

するなりして増刷してほしい。 
 
次回	 １１月２９日夜間１８時~２０時 第 4回幹事会 
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戸塚地区協働復興模擬訓練・継続活動	 第四回幹事会	 議事録	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
2011年 11月 29日（火）18:00~20:30 
於：戸塚地域センター 
文責：早稲田大学	 小野田 
【参加者】（敬称略、順不同）計 33名 
幹事：町連（福本、原田、佐久間、山崎、海老原、笹間、養田、笠井、岩城、山本、清

水）地区協議会（古澤、野村、本多、山本）,その他 5名 
新宿区危機管理課：加藤、田中、都市計画課 4名 
戸塚特別出張所：依田所長、平野、 
早稲田大学：阿部、北岡、小野田、木瀬、 
【議	 題】（１）防災とボランティア週間の説明 
          （２）成果報告会プログラムの説明 
	 	 	 	 	 （３）意見交換会の登壇者の決定 
	 	 	 	 	 （４）防災マップについて 

【議事要約】 
1. 意見交換会の登壇者の決定 
・・・1/15 に控えた防災とボランティア週間イベントの内容と、その中で平成
23年度の成果報告会を開催する事を再度説明。また、そのプログラムとして、基
調講演である首都大学東京の市古先生にお願いする事を説明、決定。 
意見交換会時の登壇者の選出。古澤会長、野村会長に承諾を得る。 
 
２.防災マップについて 
・・・３つのエリアに固まって座ってもらい、仮完成マップの配布。自分の町会

のマップを確認してもらうとともに、修正点や改善点について指摘していただく。 
・学校周辺の町会については、学校の門の位置・開閉時間を記入することにする。 
・成果報告会での防災マップ発表者は、原田町会長、本多町会長、伊藤町会長に

決定。 
・校正は２週間程度。町会が再提出したものについて、早稲田側が修正。印刷前

最終確認を 1/15の全町会マップ展示の際に行っていただくことで決定。 
 
次回	 1月 15日 13時から成果報告会 
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2 成果報告会発表資料（市古准教授資料）
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戸塚地区協働復興模擬訓練の企画・運営メンバー 
 
戸塚地区協働復興模擬訓練幹事会	 

福本	 弘	 	 	 	 早稲田親和会会長	 （代表幹事）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 戸塚地区町会連合会会長	 

古澤	 謙次	 	 	 戸塚地区協議会会長（副代表幹事）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 高田馬場三丁目北町会会長	 

本多	 誠	 	 	 	 諏訪町会会長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 戸塚地区協議会まちづくり分科会委員	 

笠井	 要司	 	 	 諏訪町会役員	 

野村	 長嗣	 	 	 西早稲田二丁目ときわ町会会長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 戸塚地区協議会まちづくり分科会委員	 

岩城	 昇	 	 	 	 西早稲田二丁目協和町会	 

伊澤	 實	 	 	 	 西早稲田三丁目睦町会会長	 

海老原	 恒二	 	 西早稲田文化町会会長	 

今泉	 栄一	 	 	 西早稲田文化町会役員	 

笹間	 貞夫	 	 	 西早稲田文化町会役員	 

山本	 誠二	 	 	 高田馬場町会会長	 

養田	 哲夫	 	 	 高田馬場三丁目宮田会会長	 

原田	 英明	 	 	 高田馬場三丁目戸三親和会会長	 

山崎	 晃	 	 	 	 高田馬場南親睦会会長	 

佐久間	 光之	 	 戸塚四丁目南町会会長	 

伊藤	 衛	 	 	 	 新宿区耐震協議会会長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 戸塚地区協議会まちづくり分科会委員	 

山本	 重幸	 	 	 戸塚地区協議会まちづくり分科会委員	 

加納	 由雄	 	 	 高田馬場銀座商店街振興組合会長	 

佐藤	 守男	 	 	 高田馬場西商店街振興組合会長	 

北上	 昌夫	 	 	 早稲田大学周辺商店連合会会長	 

井下田	 清海	 	 高田馬場三丁目光和会	 

	 	 	 	 	 	 	 	 避難所運営管理協議会	 

青木	 孝行	 	 	 西早稲田二丁目協和町会	 

	 	 	 	 	 	 	 	 避難所運営管理協議会	 
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早稲田大学運営スタッフ	 

	 

代表	 	 佐藤	 滋	 	 	 	 早稲田大学	 理工学術院	 建築学科	 教授	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 早稲田大学	 都市・地域研究所	 所長	 

幹事	 	 阿部	 俊彦	 	 	 早稲田大学	 都市・地域研究所	 客員研究員	 

	 

スタッフ	 

早稲田大学大学院	 創造理工学研究科	 建築学専攻	 修士課程（１３名）	 

○	 足立	 祐未	 ○	 飯塚	 俊	 ○	 小野田	 理奈	 

○	 川副	 育大	 ○	 木瀬	 大輔	 ○	 北岡	 亮	 

○	 田邉	 真由子	 □	 Iris	 Jacquard	 	 	 	 	 （グルノーブル建築大学）	 

	 	 □	 Jonathan	 Laronche	 （グルノーブル建築大学）	 

早稲田大学	 理工学術院	 建築学科（9名）	 

○	 荒井	 唯香	 ○	 菅野	 圭祐	 ○	 下田	 瑠衣	 

○	 二宮	 彰	 ○	 松村	 尚之	 ○	 関谷	 有莉	 
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